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カタグロミ ドリメクラガメの発育 と増殖 に及ぼす

餌の種類 と甘露の影響

松村 正哉 ・鈴木 芳人

(九州農業試験場)

Effects of prey species and honeydew feeding on development and reproduction 

of the mirid bug, Cyrtorhinus lividipennis REUTER (Heteroptera: Miridae). 
Masaya MATSUMURA and Yoshito SUZUKI (Kyushu National Agricultural Experiment 
Station, Nishigoshi, Kumamoto 861-1192)

The mirid bug, Cyrtorhinus linidipennis REUTER, showed no significant difference in 
either nymphal developmental time, preoviposition period, adult longevity, or total 
fecundity between bugs reared on the eggs of two planthoppers, the whitebacked 

planthopper (Sogatella furcifera HORVATH) and the brown planthopper (BPH, Nilaparnata 
lugens STAL). The mean number of eggs (248.1 eggs) laid by C. linidipennis females fed 
on BPH eggs with one pair of BPH adults was significantly higher than that of females 

(66.1 eggs) fed on BPH eggs without one pair of BPH adults. This suggests that 
higher reproductivity in C. lividipennis is achieved when sufficient eggs are available. 
The nymphal developmental time and preoviposition period of C. lividipennis fed on BPH 

eggs with honeydew produced by BPH males were significantly shorter than those of 
individuals fed only BPH eggs. Honeydew feeding also prolonged adult longevity and 
increased total fecundity. These findings indicate that honeydew has a positive effect 
on the development and reproduction of C. lividipennis.

Key words: Cyrtorhinus lividipennis, development, honeydew, Nilaparrata lugens, 
    reproduction, Sogatella furcifera

カ タ グ ロ ミ ド リ メ ク ラ ガ メCyrtorhimus lividipennis

 REUTER(以 下,メ ク ラ ガ メ)は,イ ネ ウ ン カ類 と と も

に 中国 大 陸 南 部 か ら 日本 に 飛 来 す る長 距 離 移 動 性 天 敵 で,

水 田 にお け る ウ ン カ ・ヨ コバ イ・類の卵 の 捕 食 者 と して 知

ら れ てい る(末 永 ・中 塚,1958)。 熱 帯 水 田 に お い て は,

メ ク ラ ガ メ は トビ イ ロ ウ ンカNilaparala lugens(STAL)

の 有 力 な 天 敵 と して 注 目 さ れ て き た(CHIU,1979;

DIBEL and DENNO, 1994)。 一 方,日 本 の 水 田 に お い て

は,メ ク ラ ガメ の初 期飛 来 量 が 少 な い た め,こ れ まで 天

敵 と して の 働 きは疑 問視 され て きた 。 しか し,メ ク ラガ

メの 飛 来 量 が 多 い 九州 西 部 の 海 岸地 帯 で は,ト ビ イ ロウ

ン カの 発 生 を抑 制 す る デ ー タ が室 内実 験 と圃 場 試 験 の 両

方 か ら得 られ て い る(寺 本 ・中 須 賀,1994;TERAMOTO

 et a1.,1996;寺 本 ・横 溝,1992)。 さ ら に 近 年,メ ク ラ

ガ メの 増 殖能 力 が従 来 の 報 告 よ り極 め て高 い こ と が明 ら

か に な り(CHEN et a1.,1994;鈴 木 ・田 中,19961),メ ク ラガ

メ は新 たな天 敵素 材 と して有望 視 され て い る(鈴 木,1998)。

日本の水田で は,ト ビイロウンカに比べて セジロウン

カSogatella furcifera(HORVATH)の 初期飛来量 が多い。 し

たがって,ト ビイロウンカの発生密度抑制 を目的 と した

メクラガメの人為的放飼 を考 える場合,水 田初期に セジ

ロウンカを増殖源 として メクラガメの密 度 を高め る方策

が考 えられ る。 この場合,セ ジロウ ンカと トビイロウン

カが,メ クラガ メの餌 として同等であるか否かを明 らか

にす る必 要が あ る。CHEN et a1.(1994)は,こ れ ら2種

の ウンカ卵 を給餌 してメ クラガメの発育 ・増殖 特性 を比

較 し,両 ウンカ卵 で発育 ・増殖特性 にほとんど差がない

ことを示 した。 しか し,CHEN et al.(1994)の 報告 には,

詳 しい飼育 条件が示 されていないこと,3齢 幼虫期 以降

の発育 ステージで しか比較 を行 っていないこと,幼 虫 期

の生 存率が約60%と 低 いこと,な どの 問題点が あ り,再

検討 の必要 がある。

メ クラガ メの増 殖特性 につ いて はこれ まで 多 くの報

告 が あるが,ト ビイロ ウンカ卵 を与 え た場合 で平 均総
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産卵数7.6～147.0と,実 験 ごとに総産卵数 に大 きな違 い

が 見 られ,概 して 低 い 値 の もの が 多 い(CHOI et al.

,1992: CHUA and MIKIL,1989;POPHALY et a.,1978;

 SIVAIPRAGASAMand ASNIA. 1985;TANANGSNAROOL.,

 1975)。 これ に対 して,鈴 木 ・田中(1996)は,ト ビ イロ

ウンカの卵 だけではな く,ト ビ イロウンカの雌成虫 を放

飼 して総産卵 数 を調 べた とこ ろ,平 均 総産卵 数291.2と

いうきわ めて高 い数値 を得 た。鈴木 ・田 中(1996)は,総

産卵数 が飛躍 的に増 加 した原因 と して,メ クラガメが ト

ビ イロウンカの排泄 す る甘露 などを餌 と して得て いる可

能性 を指摘 した。 しか し,甘 露が メクラガメの発育 と増

殖 に及ぼす影響 は これ まで明 らか にされて いな い。

そこで本研究 では,セ ジロウンカと トビイロウンカの

卵 を餌 と して メ クラ ガメ全発育 ステージの発育 ・増殖特

性 を比較す るとと もに,そ れ らの特性に及ぼす甘露の吸

汁の影響 を調査 した。

材 料 お よ び 方 法

1.供 試昆虫

実験に供試 したセ ジロウンカと トビイ ロウンカは,と

もに1989年8月 に福岡県筑 後市で採集 した成虫 をもとに,

芽出 しイネ(品 種:レ イホ ウ)で 累代飼育 されてい る系

統 を用い た。 メクラ ガメは,1993年8月 に熊本 県菊池郡

で採 集 した幼虫 と成虫 をも とに トビイロウ ンカを放飼 し

た芽出 し イネ(品 種:レ イホ ウ)で 累代飼育 されている

系統 を用いた。 これ らの供試 昆虫 の飼育維持 と以下に述

べ るすべての実験 は,い ず れ も熊 本県葡 池郡 の九州農業

試験 場において25℃,16L8Dの 恒温室内で 行った。

2.幼 虫期の発育 日数 と生存率

メクラガ メ幼虫 期の飼育 には,直 径3cm ,高 さ6.5cm

の ガラス瓶 を用い,瓶 の上 部 はナ イロンゴースで覆った。

この中に卵靴 後24時 間以内の1齢 幼虫 を1頭 入れ,以 下

の餌 を与 えて成虫 羽化 まで飼 育 した:(1)セ ジロ ウン

カ卵,(2)セ ジロウンカ卵十 トビイロ ウンカ雄成虫2頭,

(3)トビイロウ ンカ卵,(4)ト ビイロウ ンカ卵十 トビ イロウン

カ雄 成虫2頭,(5)ト ビ イロウ ンカ雄成虫2頭 。 この うち,

(1)～(4)区では ウンカの卵 を給餌す るために
,あ らか じめ

播種 後10日 の 芽出 しイネ(品 種:レ イホウ)約300本 に

各 ウンカの蔵卵雌 成虫約200頭 を入れて2日 間産卵 させ,

複 数卵塊の 産卵 が確認 され た芽出 しイネ2本 を飼育容器

に入れて与 えた。芽出 しイネの根部 は水 に濡 ら した脱脂

綿で包み,さ らにアル ミホ イルで覆 った。(2),(4)お よび

(5)区 で供試 した トビイロウンカ雄成虫は,甘 露 をメクラ

ガメに吸汁 させ る 目的で加 えたもので ある。 トビ イロウ

ンカ雄成虫のみ の区((5))で は,卵 のついていな い芽出

しイネ2本 も同時に飼育容 器に入れた。 メクラガメ幼虫

の生死 および齢の観 察は毎 日行い,餌 と飼育容器は2日

ごとに更 新 した。実験 は(1)～(4)区では25反 復,(5)区 では

50反 復 で行った。

統計検 定については,(1)～(4)区 のデ ータにつ いて対数

変換 を行った後,ウ ンカ卵 の種類,甘 露 の有無,性(雌

雄)の3因 子 につ いて3元 配 置分散分析 を行 った。

3.産 卵前期 間,産 卵数,成 虫寿 命

実験1:成 虫期の飼育 には直径2cm,長 さ17cmの 両

切りガラ ス管 を用い,ガ ラス管 の上部 はナ イロンゴースで

覆 った。 ガラス管の下部 には餌のつ いた芽 出 しイネ3本

をスポ ンジで挟 んで 入れた。この飼育容器 に メクラガメ

の羽化 後24時 間以内の雌雄成虫1対 を入れて飼 育 した。

餌条件 は(1)セジロウンカ卵,(2)セ ジロウ ンカ卵 十 トビイ

ロウンカ成虫1対,(3)ト ビ イロウ ンカ卵,(4)ト ビイロウ

ンカ卵十 トビ イロウ ンカ成虫1対,の4種 類 とした。 ウ

ンカ卵 は幼虫期の飼育 と同様の方法 で準備 した もの を川

い た。(2)および(4)区の トビイロウンカ成虫1対 は,卵 が

十 分存在す る条件下での メクラガメの増殖特性 を調査す

る目的で加 えたもので ある。 この ような条 件でメクラガ

メの成 虫 を飼育 し,産 卵前期間,産 卵数,お よび成虫寿

命 を調 査 した。餌 と飼育容器 は産卵開始 までは毎 日,産

卵 開始後 は2日 ごとに更新 した。 なお,予 備的 な観察 か

ら,ウ ンカ卵 のみを与 えた(1),(3)区では,2日 後に,メ

クラガ メ成 虫 による ウ ンカ卵の 食 い尽 く しは起 こ らな

か った。 メクラガメの雄成虫が先 に死亡 した場合 は,同

条件で飼 育 した ス トックか ら補充 した。 メクラガメの卵

は実体顕 微鏡下で観 察 して計数 した。実験 は各区10反 復

で行い,実 験操 作の ミスによ りメクラガメ雌成虫が死亡

した例(各 区0ま たは1例)を 除い た結果 を集計 した。

統計検 定については,対 数変換 を行 ったのち,産 卵 前

期 間と総 産卵 数につ いては ウンカ卵 の種類 と甘露の有無

の2因 子について2元 配置分散分析 を,成 虫寿命につい

てはこの2因 子に性(雌 雄)を 加 えて3元 配置分散分析

を行った。

実験2:実 験1で は ウンカの卵 に成虫1対 を加 えた区

を設定 したが,こ れ らの区の結果 か らは甘露のみの影響

を分離 で きなかった。 そこで,メ ク ラガメの増殖特性 に

及ぼす甘露の影響 を明 らかにするため,(1)ト ビイロウ ン

カ卵,(2)ト ビイロウ ンカ卵 十雄成虫3頭,(3)ト ビイロウ

ンカ卵 十雌雄1対,の3条 件でメク ラガメ雌 雄成 虫を1

対つつ飼育 し,産 卵前期間,総 産卵 数,お よび成虫寿 命

を実験1と 同 じ方法 で調 査 した。実験 は各区15反 復 で

行 った。

統計検定 につ いて は,対 数変換 を行ったの ちに1元 配
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置 分 散 分 析 を行 い,TUKEYの 多重 比 較 を行 っ た。

結 果

1.幼 虫 期 の 発 育特 性 に 及 ぼ す餌 の種 類 と甘 露 の影 響

幼 虫 期 の 発育 日数 に は,ウ ン カ卵 の 種(F=2.64,df1

=1,df2=83,P=0.108),雌 雄(F=1.61,df1=1,df2=83,

P=0.208)に よ る有 意 な 差 は 見 られ な か っ た(第1表)。

一 方
,ト ビ イ ロ ウ ン カ雄成 虫2頭 を放 飼 し,間 接 的 に

甘 露 を 給 餌 し た場 合,発 育 日 数 は 有 意 に短 縮 した(F=

7.44,df1=1,df2=83,P<0.01)。 な お,甘 露 給 餌 を 目

的 と して トビ イ ロ ウ ン カ雄 成 虫 を 入 れ た 区 で は,メ ク ラ

ガ メ幼 虫 に よ る トビ イ ロ ウ ン カ成 虫 の捕 食 は まっ た く見

られ なか っ た。 幼 虫 期 の 生存 率 は い ず れ の 区 で も84%以

上 で あ っ た(第1表)。

ウ ン カ卵 を与 えな い で 甘露 の み を給 餌 した場 合,幼 虫

期 の 発育 日数 は雌 で16.3±0.3日,雄 で18.5±1.8日 と ウ

ン カ卵 を 給 餌 した場 合(第1表)に 比 べ て 約1.5倍 に な

り,生 存 率 は16.0%と 低 下 した もの の,成 虫 羽 化 に至 っ

た 個 体 が 見 られ た 。

2.増 殖 特 性 に及 ぼ す 餌 の 種 類 と甘 露 の 影 響

実 験1:産 卵 前 期 間(F=0.27.fd1=1,df2=33,P=

0.605),総 産 卵 数(F==1.37,fd1=1,df2=33.P

=0.251),お よび 成 虫 寿 命(F=0.84,df1=1,df2=65,P=

0.362)に は 餌 の ウ ン カ卵 の 種 に よ る有 意 な 差 が 見 られ

な か っ た(第2表)。 い ず れ の 区 に お い て も成 虫 寿 命 は

雌 よ り も雄 で 有 意 に 長 か っ た(F=22.4,fd1=1,df2

= 65,P<0.01)。 給 餌 した ウ ン カの種 を 問 わ ず,卵 十 雌 雄

成 虫 放 飼 区 で は 卵 の み を与 えた 区 に比 べ て 産卵 前 期 間 が

有 意 に短 縮 し(F=6.34,df1=1,df2=33,P<0.05),総

産 卵 数 は 有 意 に 増 加 し(F=9.11,df1=1,df2=33,P<

0.01),成 虫 寿 命 は 有 意 に 延 長 し た(F=7.70,df1=1,

df2=65,P<0.01)(第2表)。

実 験2:ト ビ イ ロ ウ ン カ卵 に 加 え て 雄成 虫 また は 雌 雄

成 虫 を放 飼 した 区 で は,卵 の み の 区 と比 して 産卵 前 期 間

が 有 意 に 短 縮 し,総 産 卵 数 が 有 意 に増 加 し,成 虫 寿 命は

有 意 に延 長 した(TUKEY検 定,P<0.05)(第3表)。 卵

十雌 雄 成 虫 区(卵 が十 分 あ る条 件)で は 雄 成 虫 放飼 区 よ

り総 産 卵 数 が 有 意 に増 加 した(TUKEY検 定,P0.05)。

第1表 カ タグロ ミ ドリメクラガメ幼虫の生存率 と発育 日数に及ぼす餌の種類 と甘露 の影響

a)有 意差検定につ いては本文を参照。

b)甘 露:ト ビイロウンカ雄成 虫2頭 を放飼 した。

c)平 均値 ±S.E.

第2表 カタグロ ミドリメ クラガ メの増 殖形 質に及ぼす餌の種類 と甘露の影響(実 験1)

a)有 意差検定 については本文 を参照。

b)平 均値 ±S.E.()内 は最小値と最大値 。
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第3表 カタグロ ミドリメクラガメの増殖形質 に及ぼす甘 露の吸汁の影響(実 験2)

a)有 意 差検定:同 一英字 は対 数変換 後TUKEY検 定 で5%レ ベルで有意華 な し

b)平 均 値±S.E.()内 は最小値 と最大値。

以上の結果 か ら,メ クラガメ成虫 による甘露の吸汁 は,

産卵 前期 問,総 産卵 数,成 虫寿 命 とい った形 質 に対 し

て,い ずれ も増 殖特性 を高 める方向 に働 くことが明 らか

にな った。 また,総 産卵数 につ いては,甘 露 とともに十

分な量の ウ ンカ卵 を与 えることにより,著 しく増加す る

ことが明 らかにな った。

考 察

メクラガメの幼虫 期の生存率 と発育 日数,産 卵 前期間,

総 産卵 数,成 虫寿 命には,ト ビイロウンカ卵 とセ ジロウ

ン カ卵 を給 餌 した場 合 で差 が見 られず(第1表,第2

表),メ クラ ガメ全 発育 ステージで セジロ ウンカと トビ

イロウ ンカの卵 が餌 と して同等 であることが示 された。

この結果 か ら,ト ビ イロウ ンカの密 度の低 い水 田初 期に

は,準 来量 の比 較的 多いセ ジロウ ンカが増 殖源 とな りう

ることが示 され た。 また,メ ク ラガメの大量増殖 を行 う

際 にもセ ジロウンカはメ クラガ メの重要 な代替餌 とな り

うると考 え られ る。 さらに,甘 露の みを与 えた場合 にも,

生存率 は低 い ものの,全 幼虫期の飼育が可能で あった。

この結果 は,メ クラガメの飼育 に生 きた餌 が不可 欠で な

い ことを示 してお り,人 工飼料 による大量増殖の可能性

が示唆 され た。

前述 したように,メ クラガメの総産卵 数には実験 ごと

に大 きな違 い が見 られ る。 鈴木 ・日1中(1996)は,こ の

よ うな総産卵数 の違 いの原因 として,ト ビイロウンカが

産卵 した イネを与 え るだけでは メクラガメの産卵 能力が

著 しく抑 制 され,メ クラガメが トビイロウンカが排泄す

る甘 露など を餌 と して間接 的に得ている可能性 を指摘 し

た。本研究 か ら,甘 露の吸汁 によ り,本 種 の幼虫 期間 が

短 縮 し(第1表),総 産卵 数等 の 増殖 形 質が 向上 す る

(第2表,第3表)こ とが明 らか ピなった。 また,総 産

卵数 につ いては,卵 とと もに雌雄成 虫を放飼 した区で著

しく増加 した(第3表)。 これ らの結 果か ら,メ クラ ガ

メは,ウ ン カ卵 が十分 に存在す る状況下で はきわ めて高

い増殖率 を達成 す るもの と考 えられ た。

日本 の水田にお いて,メ クラガメと トビイ ロウンカに

つ いて,飛 来,発 生 ピー ク,水 田か らの消失 の時期 がほ

ぼ同調 してい ることが知 られてい る(中 須賀 ら,1988;

菖蒲 ら,1993)。 トビイロウ ンカに は密度 依存 的な翅 多

型 が存 在 し,生 息密 度や餌条件によって長翅型 または短

翅型 が出現 す る(岸 本,1965)。 一方,メ ク ラガメには,

これ まで分散 多型 の存在 は知 られていない。 この ため,

メクラガメが トビイロウ ンカと同調 して移動分散 を行 う

ため には,メ ク ラガメが トビイロウンカの存在 を何 らか

の形,例 えば甘露の吸汁 などによって感受 して,移 動分

散 を決定 している可能性 が考 え られる。本研究 において,

甘露の給餌 によ り,移 動分散の際 に重要な形質であ る産

卵 前期 間が短縮 した(第3表)。 甘露 の吸汁が メク ラガ

メの定着 または移動決定の際の キーファクター として働

いてい るか否 かにつ いて,今 後明 らかにす る必要があ る。

カタグ ロ ミ ドリメクラガメの移動 分散,と くに水田か ら

の移出率 を決め る要因 を明 らかにす ることは,メ クラガ

メの大 量放飼法の有効性 を検討す る上で もきわめて重 要

であ り,さ らに詳 しい研究 を行 う必要がある。

摘 要

カ タグロ ミドリメクラガメの幼 虫期の発育 日数,産 卵

前期間,総 産卵 数,成 虫寿 命には トビイロウン カ卵 とセ

ジロウ ンカ卵 を給餌 した場 合で差 がなかった。 カ タグロ

ミ ドリメクラガメの総 産卵 数は卵 のみを与 えた場合 には

66.1卵 と低かったが,卵 に加えて成虫 を放飼 した区で は

248.1卵 と著 しく増加 し,ウ ンカの卵が十 分な条件下 で

は カタグロ ミドリメクラガメの潜在的増殖能力 は極めて

高 くな ることが示唆 された。 トビイロウンカの甘露 を吸

汁す ることによ り,幼 虫期の 発育 日数は短縮 し,産 卵 前

期間が短縮 し,総 産卵数 が増加 し,成 虫寿命は延長 した。

この ことから,甘 露の吸汁 はカ タグロ ミドリメクラガメ

の発育 と増殖 にとって正の 影響 を与 えることが明 らかに

な った。
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